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「
旧
街
道　

今
度
は
わ
ら
じ
で　

歩

き
た
い
」

　
先
日
、
わ
ら
じ
で
歩
こ
う
に
救
護

班
と
し
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
幸
い
大
き
な
怪
我
を
さ
れ
る

方
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
こ
ろ
ど

こ
ろ
歩
く
こ
と
も
で
き
ま
し
た
が
、

今
度
は
す
べ
て
の
道
の
り
を
わ
ら
じ

で
歩
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

さ
て
、
暑
い
夏
が
終
わ
り
秋
の

虫
の
鳴
き
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
し

た
。「
虫
の
声　

つ
ら
れ
て
お
腹
も

　
ぐ
ー
っ
と
鳴
き
」
と
、
秋
は
食
欲

の
秋
で
も
あ
り
ま
す
。
で
す
が
、
体

重
に
は
気
を
つ
け
た
い
も
の
で
す
。

「
我
肥
え
る　

衣
替
え
に
も　

服
は

な
し
」
や
「
月
を
観
て　
だ
ん
ご
を

食
べ
て　
腹
を
見
る
」
と
は
な
ら
な

い
よ
う
に
注
意
し
た
い
も
の
で
す
ね
。

秋
の
食
べ
物
は
お
い
し
い
も
の
ば
か

り
で
す
が
、「
う
ま
い
も
の　

脂
肪

と
糖
で　
で
き
て
い
る
」。

　
み
な
さ
ん
診
療
所
に
来
ら
れ
る
時

は
「
ど
な
た
で
す　
太
っ
て　
我
と

わ
か
ら
れ
ず
」
と
な
ら
な
い
よ
う
に

注
意
し
て
下
さ
い
ね
。

健康一口メモ

こ
ち
ら
診
療
所

所
長
　
菅
　
井
　
隆
　
広

　このコーナーでは、編集
の都合上、載せたかったけ
ど記事に入り切らなかった
写真、情報を掲示して紹介
するコーナーです。

七ヶ宿中学校男子駅伝は惜しくも１０秒及ばず準優勝とな
りましたが、みんなの想いを最後まで襷に託して繋ぎまし
た。（関連記事：18 ページ）
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■
エ
コ
ー
検
査
と
胆
石
症

公
立
刈
田
綜
合
病
院　
外
科
部
長

岩
　
根
　
　
　
尊

Iw
a
n
e

　
　

T
a
k
e
ru

　
人
間
の
耳
に
は
聞
こ
え
な
い

高
い
周
波
数
の
音
波（
超
音
波
）

を
対
象
に
送
信
し
、
は
ね
返
っ

て
く
る
反
射
波
を
画
像
化
し
て

臓
器
の
状
態
を
調
べ
る
検
査
が

エ
コ
ー
検
査
で
す
。
検
査
を
受

け
る
方
に
苦
痛
や
被
ば
く
の
心

配
が
な
い
こ
と
か
ら
健
康
診
断

な
ど
で
も
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
腹
部
領
域
で
エ
コ
ー
検
査
が

威
力
を
発
揮
す
る
の
が
胆
石
症

で
す
。
結
石
は
音
波
を
強
く
反

射
す
る
た
め
、
エ
コ
ー
検
査
で

は
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
、
Ｃ
Ｔ

で
も
描
出
で
き
な
い
結
石
を
描

出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
胆
汁
の
通
り
道
で
あ
る
胆
道

内
に
で
き
た
結
石
を
総
称
し
て

胆
石
と
言
い
ま
す
。
存
在
部

位
に
よ
り
肝
内
の
肝
内
結
石

症
、
肝
外
胆
管
内
の
総
胆
管
結

石
症
、
胆
嚢の
う

内
の
胆
嚢
内
結
石

症
に
分
け
ら
れ
ま
す
が
、
胆
石

症
と
言
え
ば
、
胆
嚢
内
結
石
症

が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
と
思
い
ま

す
。
頻
度
も
最
も
高
い
こ
と
か

ら
、
以
下
は
胆
嚢
内
結
石
症
に

つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

　
エ
コ
ー
検
査
の
普
及
も
あ
り
、

胆
石
保
有
率
は
増
加
傾
向
に
あ

る
と
推
測
さ
れ
、
健
康
成
人
の

５
％
以
上
は
胆
石
を
有
す
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
治
療
は

腹
腔
鏡
下
胆
嚢
摘
出
術
が
一
般

的
で
比
較
的
安
全
に
行
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
症
状
の
な
い
場
合

は
経
過
観
察
で
よ
い
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
た
だ
し
、
10
年
間
の

経
過
観
察
で
約
30
％
に
痛
み
が

出
現
、
年
１
～
２
％
に
胆
嚢
炎
、

膵
炎
な
ど
の
重
症
合
併
症
が
起

こ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
心

配
な
方
は
、
医
療
機
関
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

お知らせ
●
対
象
者

　

�

町
内
に
居
住
す
る
65
歳
以
上
の

一
人
暮
ら
し
の
方
、
又
は
二
人

暮
ら
し
の
高
齢
者
世
帯

●
所
在
地

　
七
ヶ
宿
町
字
関
１
８
４
番
地

●
室
数

・
二
人
部
屋
３
室

・
一
人
部
屋
４
室

●
利
用
料

　
所
得
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

●
申
込
期
限

　
平
成
27
年
10
月
26
日
（
月
）

※�

入
居
者
が
多
数
と
思
わ
れ
る
た

め
期
限
を
設
け
て
お
り
ま
す
。

※�

申
込
順
で
は
な
く
、
入
居
判
定

会
で
入
居
者
を
決
定
し
ま
す
。

●
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ

　
七
ヶ
宿
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
（
担
当　
大
滝
）

 　
☎
（
３
７
）
２
２
７
１

●
募
集
人
員　
45
名
程
度

●
業
務
内
容

　

�

リ
フ
ト
係
、
レ
ン
タ
ル
ス
キ
ー

係
、
パ
ト
ロ
ー
ル
係
、
雪
像
制

作
係
、
券
売
係
、
食
堂
係
、
清

掃
係
、
託
児
係　
等

●
勤
務
期
間

　
平
成
27
年
12
月
10
日
（
木
）
～

　
平
成
28
年
３
月
13
日
（
日
）

●
給
与

〈
リ
フ
ト
業
務
〉

　
日
給　
６
，
５
０
０
円
～

　
　
　
　
７
，
８
０
０
円

〈
食
堂
業
務
〉

　
日
給　
５
，
６
０
０
円
～

　
　
　
　
６
，
８
０
０
円

〈
パ
ー
ト
タ
イ
ム
勤
務
・
ア
ル
バ
イ
ト
〉

　
時
給　
７
１
０
円
～

※�

時
間
外
手
当
、
通
勤
手
当
、
そ

の
他
当
社
規
定
に
よ
り
支
給
し

ま
す
。

●
応
募
手
続
き
・
応
募
期
間

〈
応
募
手
続
き
〉

　

�

募
集
用
紙
に
記
入
の
上
、
郵
送

ま
た
は
ス
キ
ー
場
へ
持
参
で
提

出
願
い
ま
す
。

〈
応
募
期
間
〉
10
月
１
日
（
木
）

　
～
10
月
30
日
（
金
）

●
お
問
い
合
わ
せ

　
（
有
）
は
あ
と
リ
ソ
ー
ト

　
（
七
ヶ
宿
ス
キ
ー
場
）

　
☎
（
３
７
）
３
１
１
１

　
℻
（
３
７
）
３
１
１
５

～�

行
政
に
関
す
る
困
り
ご
と
あ
り

ま
せ
ん
か
～

　
総
務
省
で
は
、
行
政
相
談
制
度

の
利
用
を
よ
り
一
層
促
進
す
る
た

め
、
こ
の
一
週
間
を
「
行
政
相
談

週
間
」
と
定
め
、
全
国
一
斉
に
各

種
の
行
事
を
実
施
し
ま
す
。

　

行
政
相
談
は
、
国
の
仕
事
や

サ
ー
ビ
ス
、
各
種
制
度
の
手
続
き

に
関
し
、
困
っ
て
い
る
こ
と
、
要

望
し
た
い
こ
と
に
つ
い
て
、
相
談

に
応
じ
、
そ
の
解
決
の
促
進
を
図

る
も
の
で
す
。

　
本
町
で
は
、
毎
月
の
定
例
相
談

日
に
合
わ
せ
、
次
の
と
こ
ろ
で
行

政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。
（
相

談
無
料
・
秘
密
厳
守
）

●
日
時
・
場
所　
10
月
15
日
（
木
）

〈
湯
原
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
〉

　
午
前
10
時
～
午
前
12
時

〈
開
発
セ
ン
タ
ー
〉

　
午
後
１
時
～
午
後
３
時

●
お
問
い
合
わ
せ

　
七
ヶ
宿
町
行
政
相
談
委
員

　
鈴
木　
佳
幸
さ
ん

　
☎
（
３
７
）
２
６
５
４

●
日
時　
10
月
12
日
（
月
）

　
午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時

午
前
の
部
（
校
内
イ
ベ
ン
ト
）

　
�

販
売
コ
ー
ナ
ー
・
陶
芸
体
験
や

展
示
な
ど

午
後
の
部
（
体
育
館
イ
ベ
ン
ト
）

　

�

宮
城
県
代
表
と
し
て
全
国
高
等

学
校
総
合
文
化
祭
に
出
場
し
た

和
太
鼓
演
奏
や
、
日
本
舞
踊
な

ど
も
披
露
さ
れ
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
西
山
学
院
高
等
学
校

　
☎
（
３
７
）
２
１
３
１

　
宮
城
県
内
の
事
業
場
で
働
く
す

べ
て
の
労
働
者
（
臨
時
、
パ
ー
ト
、

ア
ル
バ
イ
ト
等
を
含
む
）
に
適
用

さ
れ
る
宮
城
県
最
低
賃
金
は
、
次

の
と
お
り
改
正
さ
れ
ま
す
。

●
時
間
額　
７
２
６
円

●
効
力
発
生
日　
10
月
３
日
（
土
）

　
次
に
掲
げ
る
賃
金
は
、
最
低
賃

金
の
計
算
に
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

精
皆
勤
手
当
・
通
勤
手
当
・
家
族

手
当
・
賞
与
等
・
時
間
外
、
休
日
、

深
夜
手
当

●
お
問
い
合
わ
せ

　
宮
城
労
働
局
賃
金
室

　
☎
０
２
２
（
２
９
９
）
８
８
４
１

　
又
は
各
労
働
基
準
監
督
署

高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
居
住
部
門
」入
居
希
望
者
募
集

み
や
ぎ
蔵
王
七
ヶ
宿
ス
キ
ー
場

冬
季
ス
タ
ッ
フ
募
集

10
月
19
日（
月
）～
25
日（
日
）

は
行
政
相
談
週
間
で
す
！

西
山
学
院
高
等
学
校

第
23
回
文
化
祭

宮
城
県
最
低
賃
金
の
改
正


